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フリーランス・事業者間取引適正化等法
（特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律）

公正取引委員会 フリーランス法

フリーランスが安心して働ける環境を整備するため、
フリーランスと発注事業者との「取引の適正化」とフリーランスの「就業環境の整備」の２つの観点から、

発注事業者が守るべき義務と禁止行為を定めています。
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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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内 閣 府 だ よ り

お 知 ら せ  ①

お 知 ら せ  ②

お 知 ら せ  ③

フリーランスの取引に関する新しい法律ができました

令和 5 年度における沖縄地区の独占禁止法等の運用状況

泡盛の女王表敬訪問

20 歳未満の喫煙防止等の取組

宮古島市の農家の皆様と「みどりの食料システム戦略」やこれからの農業について考えました

第 17 回沖縄県マンゴーコンテストが開催されました

農林水産省の補助金等を受給するには、環境負荷低減のクロスコンプライアンスの実施が

必要になります！

「６月は食育月間」食育パネル展を開催しました！

「食料・農業・農村基本法」の四半世紀ぶりの改正を踏まえ、県内の幅広い関係者の皆様と

意見交換を行いました！

中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント「中小企業魅力発見フェア 2024

～若い感性で探る中小企業の魅力と可能性～」を開催しました

人材確保にかかる企業向けセミナーを開催しました！

沖縄歴史の散歩道  Vol.14

「令和５年度沖縄総合事務局開発建設部所管事業優良業者・優秀技術者表彰式」を行いました

2024 年『海の月間』について　～海への理解を深めていただくための取組を行いました～

不正改造車を作らない !! 乗らない !!　～ 10 月は「不正改造車排除強化月間」～

９月は自賠責制度広報・啓発期間です！　～ 交通事故からあなたの未来を守る ～

安全なくるま社会実現のために　～９月・10 月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

令和６年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰式を行いました

貸切バス事業者を対象とした事業者講習会を開催しました

沖縄豆記者団による表敬訪問

夏休みに内閣府を見学「こども霞が関見学デー」

人事異動

10 月は食品ロス削減月間

令和 6 年 10 月より、車検に「電子装置の検査」（OBD）が追加されます
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　近年、働き方の多様化が進展する中、個人が、それぞれのニーズに応じた働き方を柔軟に選択できる環境を整備す
ることが重要となってきており、フリーランスという働き方もその選択肢の一つです。「自分の仕事のスタイルで働き
たい」、「働く時間や場所を自由にしたい」といった理由からフリーランスとして働くことを積極的に選択する方も多く
いますが、育児や介護のほか、様々な事情によりフリーランスという働き方を選択する方もいます。
　こうした中、発注事業者と業務委託を受けるフリーランスの方の取引において、「一方的に発注が取り消された」、「発
注事業者からの報酬が支払期日までに支払われなかった」、「発注事業者からハラスメントを受けた」などの取引上の
トラブルが生じている実態があります。
　この背景には、一人の「個人」として業務委託を受けるフリーランスと、「組織」として業務委託を行う発注事業者
との間に、交渉力やその前提となる情報収集力の格差が生じやすいことがあると考えられます。
　こうした状況を改善し、フリーランスの方が安定的に働くことができる環境を整備するため、「特定受託事業者に
係る取引の適正化等に関する法律（フリーランス法）」が公布され、2024 年11月１日に施行されることとなりました。

　この法律の適用対象は、発注事業者からフリーランスへの業務委託（事業者間取引）であり、業種・業界の限定
はありません。
　ここでいう「フリーランス」（法律上は「特定受託事業者」とされています。）は、業務委託の相手方である事業者であっ
て従業員を使用しないものをいいます。この中には、特定の事業者との関係で従業員として雇用されている個人が、
副業で行う事業について、事業者として他の事業者から業務委託を受けている方も含まれます。他方で、従業員を雇っ
ている個人事業主、消費者を相手に取引をしている事業主などは、この法律の適用対象には含まれません。
　また、ここでいう「発注事業者」（法律上は「特定業務委託事業者」とされています。）は、フリーランスに業務
委託をする事業者であって従業員を使用するものをいいます。

適用対象

特  集 Special Feature

記事
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　フリーランス法では、フリーランスの方と企業など発注事業者の間の取引の適正化を図ることを目的としています。
　そして、この法律では、発注事業者が業務委託をした場合、書面又は電磁的方法（電子メール、ＳＭＳ、ＳＮＳのメッ
セージ等）により、直ちに、取引条件を明示する「書面等による取引条件の明示義務」が定められています。取引
条件を明示することは、当事者間の認識の相違を減らし、トラブルの未然防止につながります。そのため、この義務は、
フリーランスに業務委託をする全ての発注事業者が対象となっており、フリーランス同士の取引でも、発注側のフリー
ランスは取引条件を明示する必要があります。 
　また、発注事業者は、発注した物品等を受け取った日から数えて 60 日以内のできる限り早い日に報酬支払期日を
設定し、期日内に報酬を支払う「報酬支払期日の設定・期日内の支払義務」が定められています。
　さらに、発注事業者が、フリーランスに対し、１か月以上の業務委託をした場合、「禁止行為」として、７つの行為（受
領拒否、報酬の減額、返品、買いたたき、購入・利用強制、不当な経済上の利益の提供要請、不当な給付内容の変更・
やり直し）が定められています。具体的な内容については次のページをご覧ください。

取引の適正化

　また、フリーランス法では、フリーランスの方の就業環境の整備を図ることも目的としています。
　この法律では、募集情報の的確表示義務、育児介護等と業務との両立に対する配慮義務、ハラスメント対策に係
る体制整備義務、中途解除等の事前予告・理由開示義務を定めています。具体的な内容については次のページをご
覧ください。

就業環境の整備

　フリーランス法施行後、公正取引委員会、中小企業庁長官又は厚生労働大臣は、発注事業者に対し、違反行為に
ついて助言、指導、報告徴収・立入検査、勧告、公表、命令をすることができます。また、命令違反、検査拒否等は、
50 万円以下の罰金に処されることがあります。

違反への対応

　取引の適正化（次のページの義務項目①～③）については公正取引委員会・中小企業庁、就業環境の整備（義務
項目④～⑦）については厚生労働省（都道府県労働局）までお問い合わせください。｠
　また、沖縄総合事務局総務部公正取引課では、順次、事業者向けにフリーランス法の説明会を開催しています。また、
団体からの説明会のご要望にも積極的に対応していますので、ご要望等あれば下記までご連絡ください。

フリーランス法についてもっと知りたいならば

お問合せ先 総務部公正取引課　☎ 098－866－0049

公正取引課が主催したフリーランス法説明会の様子（令和６年６月18 日）

特  集 Special Feature

お問い合わせください。
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団体からの説明会のご要望にも積極的に対応していますので、ご要望等あれば下記までご連絡ください。

フリーランス法についてもっと知りたいならば

お問合せ先 総務部公正取引課　☎ 098－866－0049

公正取引課が主催したフリーランス法説明会の様子（令和６年６月18 日）

特  集 Special Feature

お問い合わせください。
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お問合せ先 総務部　公正取引課　☎ 098－866－0049独占禁止法等に関するご相談や講師派遣のご依頼などがありましたら、
お気軽にご連絡ください。

令和５年度における沖縄地区の
独占禁止法等の運用状況

▲有識者との懇談会の様子

▲ 下請法 ▲ 景品表示法▲ 独占禁止法

▲独占禁止法教室の様子

　今年６月に沖縄総合事務局総務部公正取引課が公表した、令和５年度における沖縄
地区の独占禁止法、下請法及び景品表示法の運用状況について、ご紹介します。

ご紹介した各法の詳しい運用状況については、
右二次元コードからご覧いただけます。

独占禁止法

　独占禁止法は、自由経済社会において、事業者が事業活動を行うにあたって守るべき基本ルールを
定め、公正かつ自由な競争を促進するために、自由な競争を妨げたり、不公正な競争手段を用いて競
争したりすることを禁止しています。

内容1

　８件の注意を行いました。
処理件数２

〇不当廉売
　申告のあった小売業における不当廉売については迅速に処理するとの方針の下、石油製品の小売業に
ついて、不当廉売につながるおそれがあるとして６件の注意を行った。
　このほか、酒類の製造業者に対して、不当廉売につながるおそれがあるとして１件の注意を行った。
〇事業者団体による最低価格等の決定、価格等の交渉
　　飲食業者を会員とする団体Ａは、料理について、
　ア　会員の最低価格等を決定することを検討していた。
　イ　取引先事業者に対し価格の引上げ等を求めていた。

事件の概要３

　独占禁止法等の普及・啓発及び競争政策の運営に資するため、独占禁止政策協力委員から独占禁止
法等の運用や競争政策の運営等について意見聴取を行ったほか、有識者との懇談会を３回、独占禁止
法教室を６回、独占禁止法説明会等を10 回行いました。

広報・広聴活動４

「どっきん」

仕
事
の窓窓

No.1総務部

「オットリー長官」

下請法

景品表示法

　56 件の指導を行いました。
　指導を行った親事業者６名から下請事業者 11 名に対して、遅延利息の支払等について総額９万円の
原状回復が行われました。

処理件数２

　下請法等の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、下請取引等改善協力委員から下請取引の現
状等について意見聴取を行いました。

広報・広聴活動４

　景品表示法は、一般消費者の利益を保護するために、商品やサービスの品質、内容、価格等を偽っ
て表示を行うことを厳しく規制するとともに、過大な景品類の提供を防ぐために景品類の最高額を制限
することなどをしています。

内容1

　不当表示に関する１件の課徴金納付命令（2464 万円）、１件の指導を行いました。
処理件数２

○　沖縄特産販売株式会社は、珪素を含む食品を販売するにあたり、あたかも、本件商品を摂取する
だけで、血液サラサラ、しみ・しわ解消などの効果が得られるかのように表示していました。しかし、
実際には、表示の裏付けとなる合理的な根拠の提出がなく、表示どおりの効果があるとまでは認め
られないものでした。（優良誤認、課徴金納付命令）

○　Ｈ社は、酒類を提供するにあたり、「入店から○○時間は△△ＢＥＥＲ□□円　モチロン、何杯飲
んでも一杯□□円です」等、あたかもビールを提供しているかのように示す表示をしていましたが、
実際には、酒税法に規定される「ビール」に該当しない、同法に規定される「発泡酒」を提供して
いました。（優良誤認、指導）

事件の概要３

　景品表示法の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、景品表示法説明会等を９回行いました。
広報・広聴活動４

下請法は、下請取引の公正化と下請事業者の利益保護を図るため、下請代金の支払い
遅延、減額等の親事業者の不当な行為を禁止しています。

内容1
おや  じ  ぎょう しゃ

事件の概要３
〇　設備等の修理を下請事業者に委託しているＢ社は、発注時に発注内容等の必要記載事項を記載す

べき書面に、必要記載事項の一部を記載しない場合において、当該事項が定められない理由及び当
該事項の内容を定められることとなる予定期日を記載していなかった。また、前記事項が定められた
後直ちに、当該事項を記載した書面（補充書面）を交付していなかった。（書面の交付義務）

〇　自動車の修理を下請事業者に委託しているＣ社は、下請事業者の給付の内容等必要記載事項につ
いて記載した書類を２年間保存していなかった。（書類の作成・保存義務）

〇　果汁飲料等のＰＢ商品の製造を下請事業者に委託しているＤ社は、下請事業者に対し、有償で原
材料を支給しているが、当該原材料を用いた給付に係る下請代金の支払期日より早い時期に、当該
原材料の対価を決済することにより、下請事業者の利益を不当に害していた。（有償支給原材料等の
対価の早期決済の禁止）

〇　ＣＭ制作等を下請事業者に委託しているＥ社は、一部の下請事業者に対し、納品日を誤って認識し
ていたため、下請事業者の給付を受領してから６０日以内に下請代金を支払っていなかった。（支払代
金の支払遅延の禁止）

〇　自社工場内における冷凍機の修理又は食品製造機等の修理に必要な部品等の製造を下請事業者に
委託しているＦ社は、下請事業者と書面で合意していないにもかかわらず、下請代金を下請事業者の
金融機関の口座へ振り込む際の手数料を下請事業者に負担させ、支払うべき下請代金の額から差し
引くことにより、下請事業者の責めに帰すべき理由がないのに、下請代金の額を減じていた。（下請
代金の減額の禁止）

○　印刷物の印刷等を下請事業者に委託しているＧ社は、下請事業者に対し、下請取引に影響を及ぼ
すこととなる者を通じて自社のグループ会社が発行する冊子への広告の掲載を要請していた。

　（購入・利用強制の禁止） 
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お問合せ先 総務部　公正取引課　☎ 098－866－0049独占禁止法等に関するご相談や講師派遣のご依頼などがありましたら、
お気軽にご連絡ください。

令和５年度における沖縄地区の
独占禁止法等の運用状況

▲有識者との懇談会の様子

▲ 下請法 ▲ 景品表示法▲ 独占禁止法

▲独占禁止法教室の様子

　今年６月に沖縄総合事務局総務部公正取引課が公表した、令和５年度における沖縄
地区の独占禁止法、下請法及び景品表示法の運用状況について、ご紹介します。

ご紹介した各法の詳しい運用状況については、
右二次元コードからご覧いただけます。

独占禁止法

　独占禁止法は、自由経済社会において、事業者が事業活動を行うにあたって守るべき基本ルールを
定め、公正かつ自由な競争を促進するために、自由な競争を妨げたり、不公正な競争手段を用いて競
争したりすることを禁止しています。

内容1

　８件の注意を行いました。
処理件数２

〇不当廉売
　申告のあった小売業における不当廉売については迅速に処理するとの方針の下、石油製品の小売業に
ついて、不当廉売につながるおそれがあるとして６件の注意を行った。
　このほか、酒類の製造業者に対して、不当廉売につながるおそれがあるとして１件の注意を行った。
〇事業者団体による最低価格等の決定、価格等の交渉
　　飲食業者を会員とする団体Ａは、料理について、
　ア　会員の最低価格等を決定することを検討していた。
　イ　取引先事業者に対し価格の引上げ等を求めていた。

事件の概要３

　独占禁止法等の普及・啓発及び競争政策の運営に資するため、独占禁止政策協力委員から独占禁止
法等の運用や競争政策の運営等について意見聴取を行ったほか、有識者との懇談会を３回、独占禁止
法教室を６回、独占禁止法説明会等を10 回行いました。

広報・広聴活動４

「どっきん」

仕
事
の窓窓

No.1総務部

「オットリー長官」

下請法

景品表示法

　56 件の指導を行いました。
　指導を行った親事業者６名から下請事業者 11 名に対して、遅延利息の支払等について総額９万円の
原状回復が行われました。

処理件数２

　下請法等の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、下請取引等改善協力委員から下請取引の現
状等について意見聴取を行いました。

広報・広聴活動４

　景品表示法は、一般消費者の利益を保護するために、商品やサービスの品質、内容、価格等を偽っ
て表示を行うことを厳しく規制するとともに、過大な景品類の提供を防ぐために景品類の最高額を制限
することなどをしています。

内容1

　不当表示に関する１件の課徴金納付命令（2464 万円）、１件の指導を行いました。
処理件数２

○　沖縄特産販売株式会社は、珪素を含む食品を販売するにあたり、あたかも、本件商品を摂取する
だけで、血液サラサラ、しみ・しわ解消などの効果が得られるかのように表示していました。しかし、
実際には、表示の裏付けとなる合理的な根拠の提出がなく、表示どおりの効果があるとまでは認め
られないものでした。（優良誤認、課徴金納付命令）

○　Ｈ社は、酒類を提供するにあたり、「入店から○○時間は△△ＢＥＥＲ□□円　モチロン、何杯飲
んでも一杯□□円です」等、あたかもビールを提供しているかのように示す表示をしていましたが、
実際には、酒税法に規定される「ビール」に該当しない、同法に規定される「発泡酒」を提供して
いました。（優良誤認、指導）

事件の概要３

　景品表示法の普及・啓発及び効果的な運用に資するため、景品表示法説明会等を９回行いました。
広報・広聴活動４

下請法は、下請取引の公正化と下請事業者の利益保護を図るため、下請代金の支払い
遅延、減額等の親事業者の不当な行為を禁止しています。

内容1
おや  じ  ぎょう しゃ

事件の概要３
〇　設備等の修理を下請事業者に委託しているＢ社は、発注時に発注内容等の必要記載事項を記載す

べき書面に、必要記載事項の一部を記載しない場合において、当該事項が定められない理由及び当
該事項の内容を定められることとなる予定期日を記載していなかった。また、前記事項が定められた
後直ちに、当該事項を記載した書面（補充書面）を交付していなかった。（書面の交付義務）

〇　自動車の修理を下請事業者に委託しているＣ社は、下請事業者の給付の内容等必要記載事項につ
いて記載した書類を２年間保存していなかった。（書類の作成・保存義務）

〇　果汁飲料等のＰＢ商品の製造を下請事業者に委託しているＤ社は、下請事業者に対し、有償で原
材料を支給しているが、当該原材料を用いた給付に係る下請代金の支払期日より早い時期に、当該
原材料の対価を決済することにより、下請事業者の利益を不当に害していた。（有償支給原材料等の
対価の早期決済の禁止）

〇　ＣＭ制作等を下請事業者に委託しているＥ社は、一部の下請事業者に対し、納品日を誤って認識し
ていたため、下請事業者の給付を受領してから６０日以内に下請代金を支払っていなかった。（支払代
金の支払遅延の禁止）

〇　自社工場内における冷凍機の修理又は食品製造機等の修理に必要な部品等の製造を下請事業者に
委託しているＦ社は、下請事業者と書面で合意していないにもかかわらず、下請代金を下請事業者の
金融機関の口座へ振り込む際の手数料を下請事業者に負担させ、支払うべき下請代金の額から差し
引くことにより、下請事業者の責めに帰すべき理由がないのに、下請代金の額を減じていた。（下請
代金の減額の禁止）

○　印刷物の印刷等を下請事業者に委託しているＧ社は、下請事業者に対し、下請取引に影響を及ぼ
すこととなる者を通じて自社のグループ会社が発行する冊子への広告の掲載を要請していた。

　（購入・利用強制の禁止） 
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泡
盛
の
女
王
表
敬
訪
問

　
２
０
２
４
年
度
泡
盛
の
女
王
の
喜
友
名

瞳
美
さ
ん
、
仲
宗
根
夏
希
さ
ん
、
仲
村
佑

奈
さ
ん
の
３
人
が
、
６
月
25
日
に
沖
縄
総

合
事
務
局
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
泡
盛
の
女
王
は
、
琉
球
泡
盛
の
振
興
を

目
的
に
、
泡
盛
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
親
善
交
流

を
担
う
泡
盛
の
親
善
大
使
で
す
。
３
人
は
、

「
県
内
外
の
琉
球
泡
盛
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
泡
盛
同
好
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
、
新
た
な
視
点
で
新
た
な
客
層
に
泡
盛

を
広
め
、よ
り
多
く
の
方
々
に
泡
盛
を
知
っ

て
い
た
だ
く
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」

な
ど
、
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
三
浦
局
長
か
ら
も
、「
沖
縄
総
合
事
務
局

も
泡
盛
の
海
外
展
開
の
取
組
を
支
援
し
て

き
た
。
泡
盛
は
沖
縄
の
貴
重
な
地
場
産
業

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

今
後
と
も
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
取
組

を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
、
歓
談
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
企
画
調
整
課 

　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
４
７

安
全
で
安
心
に
過
ご
せ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
と
し
て
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
自
身
で
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
、
20
歳
未
満
の
飲
酒
・
喫
煙
・

薬
物
乱
用
防
止
等
を
訴
え
る
な
ど
、
ポ
ス

タ
ー
に
込
め
た
思
い
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　
当
局
で
は
、
20
歳
未
満
の
喫
煙
防
止
等

に
向
け
、
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
連
携

を
図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　
理
財
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
２

20
歳
未
満
の

喫
煙
防
止
等
の
取
組

　
沖
縄
総
合
事
務
局
も
協
力
団
体
と
し
て

参
画
し
て
い
る
、
沖
縄
県
社
会
教
育
関
係

団
体
等
連
絡
会
の
主
催
に
よ
る
「
沖
縄
の

青
少
年
を
健
や
か
に
育
て
る
県
民
大
会
　

共
同
ア
ピ
ー
ル
２
０
２
４
」
が
、
７
月
12

日
に
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
活
動
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
を
県
民
に
向

け
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
ぐ
る

み
で
「
地
域
の
子
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」

気
運
を
高
め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

▲ 小学生によるポスターの紹介

▲ 制作されたポスターの一例

仕
事
の窓窓

No.2総務部

仕
事
の窓窓

No.3財務部

左から 喜友名瞳美さん、仲宗根夏希さん、三浦局長、仲村佑奈さん

沖縄総合事務局担当者からの説明

参加者との意見交換の様子

農林水産部長賞を受賞したマンゴー

受賞者、来賓及び主催者

【最優秀賞・優秀賞 受賞者一覧】

え
ば
よ
い
か
を
真
剣
に
考
え
る
議
論
も
あ

り
、
同
地
域
に
お
け
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

※

み
ど
り
認
定
と
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
環

境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者
が
作

成
す
る
「
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
実
施
計

画
」
を
認
定
す
る
こ
と
で
す
。
認
定
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
く
取
組
は
、
国
が
税
制
・
金
融

措
置
に
よ
り
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

宮
古
島
市
の
農
家
の
皆
様
と

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」や

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た

　
令
和
６
年
６
月
６
日
、
宮
古
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
や
こ
れ
か
ら
の
宮

古
島
の
農
業
に
つ
い
て
考
え
る
懇
談
会
」

（
主
催
者
：
宮
古
島
市
の
有
機
農
業
者
グ

ル
ー
プ
）
に
お
い
て
、
沖
縄
総
合
事
務
局

の
職
員
が
同
市
内
の
生
産
者
の
方
々
や
自

治
体
関
係
者
に
対
し
て
、
農
林
水
産
省
の

施
策
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
参
加
者
全

体
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
最
初
に
沖
縄
総

合
事
務
局
の
職
員
か
ら
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
や
、「
関
連
予
算
」、「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
く
み
ど

り
認
定
（※

）
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
」、「
有
機

農
業
の
推
進
」
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
参

加
者
か
ら
「
み
ど
り
認
定
（※

）
を
受
け
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
っ
た

質
問
や
、「
地
下
水
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た
め

に
、
島
内
産
さ
と
う
き
び
の
搾
り
か
す
な

ど
の
未
利
用
有
機
資
源
の
活
用
に
よ
り
、

化
学
肥
料
の
使
用
量
を
低
減
し
て
、
島
全

体
で
循
環
型
農
業
を
進
め
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
間
で
は
、
宮
古
島
で

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
ど
の
よ
う
に
行

と
し
て
沖
縄
県
知
事
賞
、
優
秀
賞
と
し
て

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長

賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
一

覧
の
と
お
り
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

第
17
回
沖
縄
県

マ
ン
ゴ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
沖
縄
県
の
マ
ン
ゴ
ー
は
生
産
量
・
出
荷

額
と
も
に
全
国
１
位
で
、
我
が
県
を
代
表

す
る
果
物
の
１
つ
で
す
。

　
県
産
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫
最
盛
期
を
迎
え

る
「
マ
ン
ゴ
ー
の
日
（
７
／
15
）」
を
前
に
、

生
産
者
の
技
術
や
品
質
の
向
上
、
生
産
意

欲
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
拡
大

を
目
的
と
し
て「
第
17
回
沖
縄
県
マ
ン
ゴ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
：
沖
縄
県
果
樹
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）
が
７
月
11
日

に
開
催
さ
れ
、
翌
日
、
受
賞
者
へ
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
作
は
開
花
期
の
天
候
不
良
や
梅
雨
期

の
大
雨
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
栽
培
条
件

の
厳
し
い
年
で
し
た
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
外
観
が
美
し
く
、
平
均
糖
度
が
15
・

７
度
と
品
質
に
も
優
れ
た
44
点
の
マ
ン

ゴ
ー
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
特
に
高

い
評
価
を
受
け
た
マ
ン
ゴ
ー
に
最
優
秀
賞

仕
事
の窓窓

No.4農林水産部

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

賞　名 特　別　賞

沖縄県知事賞

内閣府沖縄総合事務局 農林水産部長賞

沖縄県農林水産部長賞

沖縄県農業協同組合 代表理事理事長賞

沖縄協同青果株式会社 代表取締役社長賞
沖縄県農業共済組合 組合長理事賞

受賞者名（法人・農園名）
敬称略

大城　大輔
（農業生産法人
有限会社サンライズファーム）

（縁’s Farm）

（農業生産法人
（有）コーラルファーム）

（外間マンゴー）

山城　裕樹・真吾

杉本　翔哉

外間　順子

新垣　智也
仲村　盛宏・政将

最優秀賞

優秀賞
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泡
盛
の
女
王
表
敬
訪
問

　
２
０
２
４
年
度
泡
盛
の
女
王
の
喜
友
名

瞳
美
さ
ん
、
仲
宗
根
夏
希
さ
ん
、
仲
村
佑

奈
さ
ん
の
３
人
が
、
６
月
25
日
に
沖
縄
総

合
事
務
局
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
泡
盛
の
女
王
は
、
琉
球
泡
盛
の
振
興
を

目
的
に
、
泡
盛
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
親
善
交
流

を
担
う
泡
盛
の
親
善
大
使
で
す
。
３
人
は
、

「
県
内
外
の
琉
球
泡
盛
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
泡
盛
同
好
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
、
新
た
な
視
点
で
新
た
な
客
層
に
泡
盛

を
広
め
、よ
り
多
く
の
方
々
に
泡
盛
を
知
っ

て
い
た
だ
く
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」

な
ど
、
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
三
浦
局
長
か
ら
も
、「
沖
縄
総
合
事
務
局

も
泡
盛
の
海
外
展
開
の
取
組
を
支
援
し
て

き
た
。
泡
盛
は
沖
縄
の
貴
重
な
地
場
産
業

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

今
後
と
も
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
取
組

を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
、
歓
談
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
企
画
調
整
課 

　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
４
７

安
全
で
安
心
に
過
ご
せ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
と
し
て
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
自
身
で
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
、
20
歳
未
満
の
飲
酒
・
喫
煙
・

薬
物
乱
用
防
止
等
を
訴
え
る
な
ど
、
ポ
ス

タ
ー
に
込
め
た
思
い
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　
当
局
で
は
、
20
歳
未
満
の
喫
煙
防
止
等

に
向
け
、
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
連
携

を
図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
財
務
部
　
理
財
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

０
０
９
２

20
歳
未
満
の

喫
煙
防
止
等
の
取
組

　
沖
縄
総
合
事
務
局
も
協
力
団
体
と
し
て

参
画
し
て
い
る
、
沖
縄
県
社
会
教
育
関
係

団
体
等
連
絡
会
の
主
催
に
よ
る
「
沖
縄
の

青
少
年
を
健
や
か
に
育
て
る
県
民
大
会
　

共
同
ア
ピ
ー
ル
２
０
２
４
」
が
、
７
月
12

日
に
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
活
動
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
を
県
民
に
向

け
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
ぐ
る

み
で
「
地
域
の
子
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」

気
運
を
高
め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

▲ 小学生によるポスターの紹介

▲ 制作されたポスターの一例

仕
事
の窓窓

No.2総務部

仕
事
の窓窓

No.3財務部

左から 喜友名瞳美さん、仲宗根夏希さん、三浦局長、仲村佑奈さん

沖縄総合事務局担当者からの説明

参加者との意見交換の様子

農林水産部長賞を受賞したマンゴー

受賞者、来賓及び主催者

【最優秀賞・優秀賞 受賞者一覧】

え
ば
よ
い
か
を
真
剣
に
考
え
る
議
論
も
あ

り
、
同
地
域
に
お
け
る
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

※

み
ど
り
認
定
と
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
環

境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者
が
作

成
す
る
「
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
実
施
計

画
」
を
認
定
す
る
こ
と
で
す
。
認
定
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
く
取
組
は
、
国
が
税
制
・
金
融

措
置
に
よ
り
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

宮
古
島
市
の
農
家
の
皆
様
と

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」や

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た

　
令
和
６
年
６
月
６
日
、
宮
古
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
や
こ
れ
か
ら
の
宮

古
島
の
農
業
に
つ
い
て
考
え
る
懇
談
会
」

（
主
催
者
：
宮
古
島
市
の
有
機
農
業
者
グ

ル
ー
プ
）
に
お
い
て
、
沖
縄
総
合
事
務
局

の
職
員
が
同
市
内
の
生
産
者
の
方
々
や
自

治
体
関
係
者
に
対
し
て
、
農
林
水
産
省
の

施
策
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
参
加
者
全

体
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
最
初
に
沖
縄
総

合
事
務
局
の
職
員
か
ら
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
や
、「
関
連
予
算
」、「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
く
み
ど

り
認
定
（※

）
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
」、「
有
機

農
業
の
推
進
」
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
参

加
者
か
ら
「
み
ど
り
認
定
（※

）
を
受
け
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
っ
た

質
問
や
、「
地
下
水
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た
め

に
、
島
内
産
さ
と
う
き
び
の
搾
り
か
す
な

ど
の
未
利
用
有
機
資
源
の
活
用
に
よ
り
、

化
学
肥
料
の
使
用
量
を
低
減
し
て
、
島
全

体
で
循
環
型
農
業
を
進
め
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
間
で
は
、
宮
古
島
で

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
ど
の
よ
う
に
行

と
し
て
沖
縄
県
知
事
賞
、
優
秀
賞
と
し
て

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長

賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
一

覧
の
と
お
り
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

第
17
回
沖
縄
県

マ
ン
ゴ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
沖
縄
県
の
マ
ン
ゴ
ー
は
生
産
量
・
出
荷

額
と
も
に
全
国
１
位
で
、
我
が
県
を
代
表

す
る
果
物
の
１
つ
で
す
。

　
県
産
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫
最
盛
期
を
迎
え

る
「
マ
ン
ゴ
ー
の
日
（
７
／
15
）」
を
前
に
、

生
産
者
の
技
術
や
品
質
の
向
上
、
生
産
意

欲
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
拡
大

を
目
的
と
し
て「
第
17
回
沖
縄
県
マ
ン
ゴ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
：
沖
縄
県
果
樹
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）
が
７
月
11
日

に
開
催
さ
れ
、
翌
日
、
受
賞
者
へ
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
作
は
開
花
期
の
天
候
不
良
や
梅
雨
期

の
大
雨
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
栽
培
条
件

の
厳
し
い
年
で
し
た
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
外
観
が
美
し
く
、
平
均
糖
度
が
15
・

７
度
と
品
質
に
も
優
れ
た
44
点
の
マ
ン

ゴ
ー
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
特
に
高

い
評
価
を
受
け
た
マ
ン
ゴ
ー
に
最
優
秀
賞

仕
事
の窓窓

No.4農林水産部

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

賞　名 特　別　賞

沖縄県知事賞

内閣府沖縄総合事務局 農林水産部長賞

沖縄県農林水産部長賞

沖縄県農業協同組合 代表理事理事長賞

沖縄協同青果株式会社 代表取締役社長賞
沖縄県農業共済組合 組合長理事賞

受賞者名（法人・農園名）
敬称略

大城　大輔
（農業生産法人
有限会社サンライズファーム）

（縁’s Farm）

（農業生産法人
（有）コーラルファーム）

（外間マンゴー）

山城　裕樹・真吾

杉本　翔哉

外間　順子

新垣　智也
仲村　盛宏・政将

最優秀賞

優秀賞

7



農林水産省からオンラインで説明

参加者との質疑応答の様子

  

「
７
つ
の
基
本
的
な
取
組
に
関
し
て
、記
録
・

保
存
の
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
専
用

ア
プ
リ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
良
い
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
、
本
取
組
に
関
心
を

寄
せ
る
多
く
の
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

農
林
水
産
省
の
補
助
金
等
を

受
給
す
る
に
は
、環
境
負
荷
低
減
の

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

実
施
が
必
要
に
な
り
ま
す
！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
６
年
７

月
３
日
に
「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
に
係
る
説
明
会
」
を

対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
県
の
各
関
係
課
職
員
を

始
め
、
県
内
の
25
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当

職
員
等
、
１
４
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
の
担
当

者
か
ら
「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
は
、新
た
な
食
料・農
業
・

農
村
基
本
法
で
定
め
ら
れ
た
、
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た

め
に
、
農
林
水
産
省
の
す
べ
て
の
補
助
事

業
等
に
お
い
て
、
最
低
限
行
う
べ
き
７
つ

の
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
実
践
を
要
件

化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
取
組
自
体

は
、
農
林
漁
業
者
な
ど
が
普
段
か
ら
意
識

す
れ
ば
誰
で
も
取
り
組
め
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
自
ら

の
生
産
活
動
等
に
お
い
て
新
た
な
環
境
負

荷
が
生
じ
な
い
よ
う
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

生
産
性
も
高
い
農
林
漁
業
の
確
立
に
つ
な

が
る
こ
と
な
ど
、
取
組
の
目
的
や
意
義
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
に
対
す
る
質
疑
や
会
場
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
さ
と
う
き
び
事
業
に
関
し

て
は
、
受
益
農
家
数
が
多
い
の
で
、
報
告
・

確
認
の
事
務
負
担
を
減
ら
し
て
欲
し
い
」、

に
お
い
て
、
自
分
自
身
が
摂
取
し
て
い
る

野
菜
の
量
や
不
足
し
て
い
る
野
菜
の
量
を

正
し
く
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
理
由

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
４
日
に
は
、
明
治
安
田
生
命
保

険
（
相
）
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
日
頃

の
野
菜
摂
取
状
況
が
把
握
で
き
る
測
定
機

器
（
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

１
０
０
名
以
上
の
来
場
者
の
方
が
測
定
に

参
加
し
、
自
身
の
推
定
野
菜
摂
取
量
の
見

え
る
化
を
体
験
し
ま
し
た
（
来
場
者
の
方

の
推
定
野
菜
摂
取
量
の
平
均
は
、
２
９
０

グ
ラ
ム
で
し
た
）。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
食
料
産
業
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

「
６
月
は
食
育
月
間
」

食
育
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
令
和
６
年
６
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の

５
日
間
、
沖
縄
総
合
事
務
局
１
階
の
行
政

情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
食
に
関
す
る
関

心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
食
育
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
パ
ネ
ル
展
で
は
「
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
と
る
メ
リ
ッ
ト
」
や
「
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
を
紹
介

し
、
レ
シ
ピ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
、
国

民
健
康
づ
く
り
運
動
で
あ
る
「
健
康
日
本

21
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
１
日
当
た
り
の

野
菜
摂
取
量
の
平
均
値
を
３
５
０
グ
ラ
ム

以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し

ま
し
た
。「
令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
」
に
よ
る
と
、
１
人
１
日
当
た
り
の
野

菜
類
摂
取
量
の
平
均
値
は
２
８
０
．
５
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
食
生
活

多くの方に、パネル展を見ていただきました！

ベジチェック測定中 !!

食育マーク

（食育に関する取組を分かりやすく
抽象化したもの）

食育ピクトグラム

７つの環境負荷低減の取組

仕
事
の窓窓

No.6農林水産部

仕
事
の窓窓

No.7農林水産部

←詳しくはこちら
（環境負荷低減の
クロスコンプライアンス
について）（農水省 HP）

農林漁業に由来する環境負荷に
総合的に配慮するための基本的な取組

みどりの食料システム法に基づく国の基本方針において示された

悪臭・害虫の
発生防止

環境関係法令の
遵守等

適正な施肥
N P K

適正な防除

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

エネルギーの
節減

G A S

生物多様性への
悪影響の防止

地方説明会の会場の様子

質疑応答の様子

農林水産省担当者からの各法律の説明

「食料・農業・農村基本法」の
四半世紀ぶりの改正を踏まえ、
県内の幅広い関係者の皆様と
意見交換を行いました！

　
我
が
国
の
農
業
政
策
の
基
本
理
念
や
政

策
の
方
向
性
を
示
す
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
は
、
平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
、
約

20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
内

市
場
の
縮
小
や
生
産
者
の
減
少
・
高
齢
化

な
ど
、
農
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
さ

ら
に
昨
今
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
輸

入
食
料
・
資
材
の
価
格
高
騰
な
ど
、
食
料

安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
農
林

水
産
省
で
は
、
令
和
４
年
９
月
以
降
、
現

行
基
本
法
の
検
証
・
見
直
し
に
向
け
た
検

討
に
着
手
し
、
第
２
１
３
回
通
常
国
会
に

お
い
て
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正

法
及
び
関
連
３
法
（
食
料
供
給
困
難
事
態

対
策
法
・
農
振
法
等
改
正
法
・
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
活
用
促
進
法
）
が
成
立
し
ま
し

た
。改
正
基
本
法
で
は
、生
産
、加
工
、流
通
、

小
売
、
消
費
の
各
段
階
の
関
係
者
が
連
携

す
る
食
料
シ
ス
テ
ム
と
い
う
概
念
を
新
た

に
規
定
し
、
合
理
的
な
価
格
の
形
成
や
環

境
負
荷
低
減
な
ど
、
持
続
可
能
性
を
高
め

る
取
組
を
進
め
る
た
め
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
く

打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
に
関

わ
る
皆
様
や
消
費
者
の
皆
様
な
ど
幅
広
い

関
係
者
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
今
般
成
立
し
た
各
法
律
等
に
基
づ

く
今
後
の
具
体
的
な
施
策
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
７
月
〜
８
月
に
全
国
11
か
所
で

地
方
説
明
会
を
開
催
し
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
８
月
８
日
に
那
覇
市
に
お
い
て
、
対

面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
地
方
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
か

ら
の
各
法
律
の
説
明
を
受
け
て
、
参
加
者

の
皆
様
か
ら
離
島
な
ら
で
は
の
事
情
を
踏

ま
え
た
今
後
の
農
業
の
在
り
方
な
ど
、
現

場
の
貴
重
な
声
を
伺
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
】

・
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
「
見
え
る
化
」

に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ヤ
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど

の
沖
縄
特
有
の
農
産
物
も
対
象
品
目
に

含
め
て
欲
し
い
。

・
沖
縄
県
内
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
拡
大
に
向
け
て
、
沖
縄
総
合
事
務

局
や
県
に
は
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

・
農
産
物
・
食
品
の
合
理
的
な
価
格
の
形

成
に
向
け
て
、
沖
縄
県
は
離
島
で
あ
る

た
め
モ
ノ
を
売
る
に
も
不
利
に
な
り
や

す
い
こ
と
か
ら
一
定
の
配
慮
を
い
た
だ

き
た
い
。
　
な
ど

　
今
後
は
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
た
全

国
の
地
方
説
明
会
で
出
た
意
見
等
を
踏
ま

え
、
令
和
６
年
度
中
に
改
正
基
本
法
に
基

づ
く
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
策

定
し
、
施
策
の
具
体
化
を
着
実
に
進
め
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化
等
に
向
け
て
農
業

の
構
造
転
換
を
図
る
た
め
の
施
策
を
集
中

的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部
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農林水産省からオンラインで説明

参加者との質疑応答の様子

  

「
７
つ
の
基
本
的
な
取
組
に
関
し
て
、記
録
・

保
存
の
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
専
用

ア
プ
リ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
良
い
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
、
本
取
組
に
関
心
を

寄
せ
る
多
く
の
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

農
林
水
産
省
の
補
助
金
等
を

受
給
す
る
に
は
、環
境
負
荷
低
減
の

ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

実
施
が
必
要
に
な
り
ま
す
！

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
６
年
７

月
３
日
に
「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
に
係
る
説
明
会
」
を

対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
県
の
各
関
係
課
職
員
を

始
め
、
県
内
の
25
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当

職
員
等
、
１
４
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
の
担
当

者
か
ら
「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
は
、新
た
な
食
料・農
業
・

農
村
基
本
法
で
定
め
ら
れ
た
、
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た

め
に
、
農
林
水
産
省
の
す
べ
て
の
補
助
事

業
等
に
お
い
て
、
最
低
限
行
う
べ
き
７
つ

の
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
実
践
を
要
件

化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
取
組
自
体

は
、
農
林
漁
業
者
な
ど
が
普
段
か
ら
意
識

す
れ
ば
誰
で
も
取
り
組
め
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
自
ら

の
生
産
活
動
等
に
お
い
て
新
た
な
環
境
負

荷
が
生
じ
な
い
よ
う
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

生
産
性
も
高
い
農
林
漁
業
の
確
立
に
つ
な

が
る
こ
と
な
ど
、
取
組
の
目
的
や
意
義
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
に
対
す
る
質
疑
や
会
場
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
さ
と
う
き
び
事
業
に
関
し

て
は
、
受
益
農
家
数
が
多
い
の
で
、
報
告
・

確
認
の
事
務
負
担
を
減
ら
し
て
欲
し
い
」、

に
お
い
て
、
自
分
自
身
が
摂
取
し
て
い
る

野
菜
の
量
や
不
足
し
て
い
る
野
菜
の
量
を

正
し
く
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
理
由

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
４
日
に
は
、
明
治
安
田
生
命
保

険
（
相
）
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
日
頃

の
野
菜
摂
取
状
況
が
把
握
で
き
る
測
定
機

器
（
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

１
０
０
名
以
上
の
来
場
者
の
方
が
測
定
に

参
加
し
、
自
身
の
推
定
野
菜
摂
取
量
の
見

え
る
化
を
体
験
し
ま
し
た
（
来
場
者
の
方

の
推
定
野
菜
摂
取
量
の
平
均
は
、
２
９
０

グ
ラ
ム
で
し
た
）。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
食
料
産
業
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
３

「
６
月
は
食
育
月
間
」

食
育
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
令
和
６
年
６
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の

５
日
間
、
沖
縄
総
合
事
務
局
１
階
の
行
政

情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
食
に
関
す
る
関

心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
食
育
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
パ
ネ
ル
展
で
は
「
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
と
る
メ
リ
ッ
ト
」
や
「
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
を
紹
介

し
、
レ
シ
ピ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
、
国

民
健
康
づ
く
り
運
動
で
あ
る
「
健
康
日
本

21
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
１
日
当
た
り
の

野
菜
摂
取
量
の
平
均
値
を
３
５
０
グ
ラ
ム

以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し

ま
し
た
。「
令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
」
に
よ
る
と
、
１
人
１
日
当
た
り
の
野

菜
類
摂
取
量
の
平
均
値
は
２
８
０
．
５
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
食
生
活

多くの方に、パネル展を見ていただきました！

ベジチェック測定中 !!

食育マーク

（食育に関する取組を分かりやすく
抽象化したもの）

食育ピクトグラム

７つの環境負荷低減の取組

仕
事
の窓窓

No.6農林水産部

仕
事
の窓窓

No.7農林水産部

←詳しくはこちら
（環境負荷低減の
クロスコンプライアンス
について）（農水省 HP）

農林漁業に由来する環境負荷に
総合的に配慮するための基本的な取組

みどりの食料システム法に基づく国の基本方針において示された

悪臭・害虫の
発生防止

環境関係法令の
遵守等

適正な施肥
N P K

適正な防除

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

エネルギーの
節減

G A S

生物多様性への
悪影響の防止

地方説明会の会場の様子

質疑応答の様子

農林水産省担当者からの各法律の説明

「食料・農業・農村基本法」の
四半世紀ぶりの改正を踏まえ、
県内の幅広い関係者の皆様と
意見交換を行いました！

　
我
が
国
の
農
業
政
策
の
基
本
理
念
や
政

策
の
方
向
性
を
示
す
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
は
、
平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
、
約

20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
内

市
場
の
縮
小
や
生
産
者
の
減
少
・
高
齢
化

な
ど
、
農
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
さ

ら
に
昨
今
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
輸

入
食
料
・
資
材
の
価
格
高
騰
な
ど
、
食
料

安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
農
林

水
産
省
で
は
、
令
和
４
年
９
月
以
降
、
現

行
基
本
法
の
検
証
・
見
直
し
に
向
け
た
検

討
に
着
手
し
、
第
２
１
３
回
通
常
国
会
に

お
い
て
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正

法
及
び
関
連
３
法
（
食
料
供
給
困
難
事
態

対
策
法
・
農
振
法
等
改
正
法
・
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
活
用
促
進
法
）
が
成
立
し
ま
し

た
。改
正
基
本
法
で
は
、生
産
、加
工
、流
通
、

小
売
、
消
費
の
各
段
階
の
関
係
者
が
連
携

す
る
食
料
シ
ス
テ
ム
と
い
う
概
念
を
新
た

に
規
定
し
、
合
理
的
な
価
格
の
形
成
や
環

境
負
荷
低
減
な
ど
、
持
続
可
能
性
を
高
め

る
取
組
を
進
め
る
た
め
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
く

打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
に
関

わ
る
皆
様
や
消
費
者
の
皆
様
な
ど
幅
広
い

関
係
者
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
今
般
成
立
し
た
各
法
律
等
に
基
づ

く
今
後
の
具
体
的
な
施
策
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
７
月
〜
８
月
に
全
国
11
か
所
で

地
方
説
明
会
を
開
催
し
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
８
月
８
日
に
那
覇
市
に
お
い
て
、
対

面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
地
方
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
か

ら
の
各
法
律
の
説
明
を
受
け
て
、
参
加
者

の
皆
様
か
ら
離
島
な
ら
で
は
の
事
情
を
踏

ま
え
た
今
後
の
農
業
の
在
り
方
な
ど
、
現

場
の
貴
重
な
声
を
伺
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
】

・
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
の
「
見
え
る
化
」

に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ヤ
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど

の
沖
縄
特
有
の
農
産
物
も
対
象
品
目
に

含
め
て
欲
し
い
。

・
沖
縄
県
内
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
拡
大
に
向
け
て
、
沖
縄
総
合
事
務

局
や
県
に
は
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

・
農
産
物
・
食
品
の
合
理
的
な
価
格
の
形

成
に
向
け
て
、
沖
縄
県
は
離
島
で
あ
る

た
め
モ
ノ
を
売
る
に
も
不
利
に
な
り
や

す
い
こ
と
か
ら
一
定
の
配
慮
を
い
た
だ

き
た
い
。
　
な
ど

　
今
後
は
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
た
全

国
の
地
方
説
明
会
で
出
た
意
見
等
を
踏
ま

え
、
令
和
６
年
度
中
に
改
正
基
本
法
に
基

づ
く
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
策

定
し
、
施
策
の
具
体
化
を
着
実
に
進
め
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化
等
に
向
け
て
農
業

の
構
造
転
換
を
図
る
た
め
の
施
策
を
集
中

的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

仕
事
の窓窓

No.8農林水産部
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沖縄県中小企業家同友会
専務理事による開会挨拶

基調講演の様子
（fascinate 株式会社の但馬武氏）

発表した学生と企業研究にご協力いただいた皆様

おきなわ中小企業
ミライ絵日記アワード 2024の

展示も行いました！

学生による中小企業の魅力発見
プレゼンテーションの様子

中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント
「中小企業魅力発見フェア 2024

～若い感性で探る中小企業の魅力と可能性～」
を開催しました

　
７
月
は
「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」

で
す
。
日
本
の
全
企
業
数
の
約
99
％
、
沖

縄
で
は
99
・
９
％
が
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
で
す
。
中
小
企
業
庁
で
は
、
中
小

企
業
の
存
在
意
義
や
魅
力
等
に
関
す
る
正

し
い
理
解
を
広
く
醸
成
す
る
た
め
、
７
月

の
１
ヶ
月
間
を
「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月

間
」、
中
小
企
業
基
本
法
の
公
布
・
施
行
日

で
あ
る
７
月
20
日
を
「
中
小
企
業
の
日
」

と
定
め
、
各
地
域
に
お
い
て
官
民
で
集
中

的
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
関
連

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
７
月
18
日
に

ア
イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ
こ
ホ
ー
ル
「
小

ホ
ー
ル
」
に
て
、
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同

友
会
、
沖
縄
県
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務
所
と
共
催
で

「
中
小
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア
２
０
２
４
〜

若
い
感
性
で
探
る
中
小
企
業
の
魅
力
と
可

能
性
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
好
奇
心
に
導
か
れ

た
愛
さ
れ
る
企
業
に
よ
る
地
域
か
ら
始
ま

る
穏
や
か
な
革
命
の
実
践
」
を
テ
ー
マ
と

し
たfascinate

株
式
会
社
の
但
馬
武
様

に
よ
る
基
調
講
演
及
び
県
内
大
学
生
に
よ

る
中
小
企
業
の
魅
力
発
見
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、
同
会

場
ホ
ワ
イ
エ
に
て
〝
お
き
な
わ
中
小
企
業

ミ
ラ
イ
絵
日
記
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
〞
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
い
た
だ
い
た
沖
縄
大
学
、
沖

縄
国
際
大
学
、
名
桜
大
学
、
琉
球
大
学
、

尚
学
院
公
務
員
法
律
大
学
校
は
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
対
象
の
中
小
企
業
へ
の
訪
問
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
企
業
研
究
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
、
訪
問
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
を

実
際
に
体
験
す
る
等
、
様
々
な
切
り
口
か

ら
企
業
の
強
み
や
課
題
、
改
善
策
等
を
提

案
し
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
発
見
し

た
中
小
企
業
の
魅
力
を
発
表
し
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
は
中
小
企
業
に
対
す
る
認

識
が
新
た
に
な
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
気

付
い
て
い
な
か
っ
た
魅
力
を
再
認
識
す
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
等
、
地
域
の
発
展
を
担
う
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
小
企

業
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
経
済
の
成
長

に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
中
小
企
業
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒

１
７
５
５

仕
事
の窓窓

No.9経済産業部

ワークショップの様子

トークセッションの様子

セミナーの様子

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、「
沖
縄
総
合
事

務
局
に
お
け
る
地
域
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
人
材
確
保
支
援
等
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
が
経
営
改
善
や
事

業
拡
大
等
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
人

材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
経
営
戦
略
と
人
材
戦

略
を
一
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
小
企
業
等
が
抱
え
る
経
営

課
題
の
解
決
に
向
け
、「
人
事
の
力
を
養
い

実
践
す
る
３
つ
の
支
援
」
と
し
て
①
セ
ミ

ナ
ー
、②
専
門
家
に
よ
る
個
別
支
援
、③

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
人
事
の
力
を
養
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

全
３
回
（
６
月
19
日
、
７
月
３
日
、
17
日
）

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
人
材
戦

略
の
つ
く
り
方
・
活
か
し
方
」
を
専
門
家

の
竹
内 

章
祝 

氏
及
び
ノ
イ
ズ
・
バ
リ
ュ
ー

社 

専
務
取
締
役
の
青
木 

元 

氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
材
の
確
保
・
定
着
・

育
成
等
を
行
う
た
め
に
も
「
自
社
の
な
り

た
い
姿
」
を
考
え
る
パ
ー
パ
ス
経
営
の
重

要
さ
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
人
材
戦
略
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
活
用
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
し
て「
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（※

）

も
共
有
し
、戦
略
策
定
に
向
け
た
３
ス
テ
ッ

プ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
人
事
に

関
す
る
成
功
・
失
敗
事
例
」
と
し
て
、
社

会
保
険
労
務
士
の
古
波
蔵 

精 

氏
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、タ
ピ
ッ
ク
沖
縄
株
式

会
社
サ
ポ
ー
ト
人
財
開
発
課 

次
長
の
高
橋 

俊
博 

氏
、株
式
会
社YU

KAZE 

代
表
取
締

役
社
長
の
谷 

正
風 

氏
、A-CREATE

沖

縄
株
式
会
社
の
大
城 

愛
莉 

氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
成
長
企
業
の
体
験
談
と
し
て
人
材

確
保
か
ら
定
着
ま
で
の
事
例
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
終
回
と
な
る
第
３
回
目
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、「
プ
ロ
人
材
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
株
式
会
社
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス
の
辻
岡 

正
典 

氏
及
び
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
當
山 

司 

氏
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ロ

人
材（
兼
業・副
業
人
材
）の
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
と
留
意
点
や
、
県
内
企
業
の
取
組
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
社
に
て
ど
の
よ
う

に
プ
ロ
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
検
討

し
ま
し
た
。

　お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
地
域
経
済
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
３
０

人材確保にかかる
企業向けセミナーを
開催しました！

全
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

※

「
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と
は

　「
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
中
小

企
業
庁
に
て
作
成
し
て
い
る
人
材
活
用

に
関
す
る
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。

　
日
々
の
経
営
課
題
の
背
景
に
、
中
核
人

材
の
採
用
、
中
核
人
材
の
育
成
、
業
務

人
材
の
採
用
・
育
成
の
３
つ
の
人
材
課

題
（
３
つ
の
窓
）
が
潜
ん
で
い
な
い
か

確
認
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
す
る
具

体
的
な
対
応
策
や
支
援
策
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
人
材
の
確
保
を
し
た
い
が
ど

の
よ
う
な
人
材
が
欲
し
い
の
か
明
確
化

で
き
て
い
な
い
方
、
人
材
戦
略
を
策
定

し
た
い
が
ど
こ
か
ら
初
め
る
べ
き
な
の

か
お
困
り
の
方
は
、
是
非
人
材
戦
略
の

策
定
に
向
け
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

仕
事
の窓窓

No.10経済産業部

　＞＞
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沖縄県中小企業家同友会
専務理事による開会挨拶

基調講演の様子
（fascinate 株式会社の但馬武氏）

発表した学生と企業研究にご協力いただいた皆様

おきなわ中小企業
ミライ絵日記アワード 2024の

展示も行いました！

学生による中小企業の魅力発見
プレゼンテーションの様子

中小企業の日・中小企業魅力発信月間イベント
「中小企業魅力発見フェア 2024

～若い感性で探る中小企業の魅力と可能性～」
を開催しました

　
７
月
は
「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」

で
す
。
日
本
の
全
企
業
数
の
約
99
％
、
沖

縄
で
は
99
・
９
％
が
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
で
す
。
中
小
企
業
庁
で
は
、
中
小

企
業
の
存
在
意
義
や
魅
力
等
に
関
す
る
正

し
い
理
解
を
広
く
醸
成
す
る
た
め
、
７
月

の
１
ヶ
月
間
を
「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月

間
」、
中
小
企
業
基
本
法
の
公
布
・
施
行
日

で
あ
る
７
月
20
日
を
「
中
小
企
業
の
日
」

と
定
め
、
各
地
域
に
お
い
て
官
民
で
集
中

的
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
関
連

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
７
月
18
日
に

ア
イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ
こ
ホ
ー
ル
「
小

ホ
ー
ル
」
に
て
、
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同

友
会
、
沖
縄
県
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務
所
と
共
催
で

「
中
小
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア
２
０
２
４
〜

若
い
感
性
で
探
る
中
小
企
業
の
魅
力
と
可

能
性
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
好
奇
心
に
導
か
れ

た
愛
さ
れ
る
企
業
に
よ
る
地
域
か
ら
始
ま

る
穏
や
か
な
革
命
の
実
践
」
を
テ
ー
マ
と

し
たfascinate

株
式
会
社
の
但
馬
武
様

に
よ
る
基
調
講
演
及
び
県
内
大
学
生
に
よ

る
中
小
企
業
の
魅
力
発
見
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、
同
会

場
ホ
ワ
イ
エ
に
て
〝
お
き
な
わ
中
小
企
業

ミ
ラ
イ
絵
日
記
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
〞
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
い
た
だ
い
た
沖
縄
大
学
、
沖

縄
国
際
大
学
、
名
桜
大
学
、
琉
球
大
学
、

尚
学
院
公
務
員
法
律
大
学
校
は
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
対
象
の
中
小
企
業
へ
の
訪
問
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
企
業
研
究
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
、
訪
問
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
を

実
際
に
体
験
す
る
等
、
様
々
な
切
り
口
か

ら
企
業
の
強
み
や
課
題
、
改
善
策
等
を
提

案
し
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
発
見
し

た
中
小
企
業
の
魅
力
を
発
表
し
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
は
中
小
企
業
に
対
す
る
認

識
が
新
た
に
な
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
気

付
い
て
い
な
か
っ
た
魅
力
を
再
認
識
す
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
等
、
地
域
の
発
展
を
担
う
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
小
企

業
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
経
済
の
成
長

に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
中
小
企
業
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒

１
７
５
５

仕
事
の窓窓

No.9経済産業部

ワークショップの様子

トークセッションの様子

セミナーの様子

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、「
沖
縄
総
合
事

務
局
に
お
け
る
地
域
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
人
材
確
保
支
援
等
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
が
経
営
改
善
や
事

業
拡
大
等
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
人

材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
経
営
戦
略
と
人
材
戦

略
を
一
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
小
企
業
等
が
抱
え
る
経
営

課
題
の
解
決
に
向
け
、「
人
事
の
力
を
養
い

実
践
す
る
３
つ
の
支
援
」
と
し
て
①
セ
ミ

ナ
ー
、②
専
門
家
に
よ
る
個
別
支
援
、③

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
人
事
の
力
を
養
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

全
３
回
（
６
月
19
日
、
７
月
３
日
、
17
日
）

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
人
材
戦

略
の
つ
く
り
方
・
活
か
し
方
」
を
専
門
家

の
竹
内 

章
祝 

氏
及
び
ノ
イ
ズ
・
バ
リ
ュ
ー

社 

専
務
取
締
役
の
青
木 

元 

氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
材
の
確
保
・
定
着
・

育
成
等
を
行
う
た
め
に
も
「
自
社
の
な
り

た
い
姿
」
を
考
え
る
パ
ー
パ
ス
経
営
の
重

要
さ
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
人
材
戦
略
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
活
用
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
し
て「
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（※

）

も
共
有
し
、戦
略
策
定
に
向
け
た
３
ス
テ
ッ

プ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
人
事
に

関
す
る
成
功
・
失
敗
事
例
」
と
し
て
、
社

会
保
険
労
務
士
の
古
波
蔵 

精 

氏
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、タ
ピ
ッ
ク
沖
縄
株
式

会
社
サ
ポ
ー
ト
人
財
開
発
課 

次
長
の
高
橋 

俊
博 

氏
、株
式
会
社YU

KAZE 

代
表
取
締

役
社
長
の
谷 

正
風 

氏
、A-CREATE

沖

縄
株
式
会
社
の
大
城 

愛
莉 

氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
成
長
企
業
の
体
験
談
と
し
て
人
材

確
保
か
ら
定
着
ま
で
の
事
例
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
終
回
と
な
る
第
３
回
目
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、「
プ
ロ
人
材
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
株
式
会
社
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス
の
辻
岡 

正
典 

氏
及
び
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
の
當
山 

司 

氏
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ロ

人
材（
兼
業・副
業
人
材
）の
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
と
留
意
点
や
、
県
内
企
業
の
取
組
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
社
に
て
ど
の
よ
う

に
プ
ロ
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
検
討

し
ま
し
た
。

　お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
地
域
経
済
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
３
０

人材確保にかかる
企業向けセミナーを
開催しました！

全
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

※

「
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と
は

　「
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
中
小

企
業
庁
に
て
作
成
し
て
い
る
人
材
活
用

に
関
す
る
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。

　
日
々
の
経
営
課
題
の
背
景
に
、
中
核
人

材
の
採
用
、
中
核
人
材
の
育
成
、
業
務

人
材
の
採
用
・
育
成
の
３
つ
の
人
材
課

題
（
３
つ
の
窓
）
が
潜
ん
で
い
な
い
か

確
認
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
す
る
具

体
的
な
対
応
策
や
支
援
策
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
人
材
の
確
保
を
し
た
い
が
ど

の
よ
う
な
人
材
が
欲
し
い
の
か
明
確
化

で
き
て
い
な
い
方
、
人
材
戦
略
を
策
定

し
た
い
が
ど
こ
か
ら
初
め
る
べ
き
な
の

か
お
困
り
の
方
は
、
是
非
人
材
戦
略
の

策
定
に
向
け
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

仕
事
の窓窓

No.10経済産業部

　＞＞

 

詳
細
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の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
日
常
に
お
け
る
人
々
の
何
気
な
い
行
為

や
活
動
が
、
後
の
時
代
に
貴
重
な
資
料
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
落

書
き
で
す
。
例
え
ば
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
市

ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
に
は
住
民
た
ち
の
落
書

き
が
残
っ
て
お
り
、当
時
の
暮
ら
し
や
人
々

の
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
だ
け
で
な
く
、

噴
火
の
日
付
ま
で
特
定
す
る
な
ど
重
要
な

情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
で
も
実
は
こ
う
し
た
落
書
き
が
史

跡
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大う

ー

北に
し

墓ば
か

（
今
帰

仁
村
）
は
16
〜
17
世
紀
に
今
帰
仁
グ
ス
ク

に
常
駐
し
た
北
山
監
守
一
族
の
墓
で
、
運

天
港
の
丘
陵
の
崖
を
利
用
し
た
墓
で
す
が
、

漆
喰
で
塗
ら
れ
た
墓
の
壁
面
に
は
お
び
た

だ
し
い
数
の
落
書
き
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ら
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
書
き
込
み
が
大
半
で
す
。
た
と
え
ば

「
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）」
の
日
付
で

３
人
の
男
性
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
そ
の

１
人
は
戦
前
の
著
名
な
教
育
家
と
同
姓
同

名
で
す
。
ま
た
「
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
年
）」

の
「
二
高
女
」
と
の
落
書
き
も
あ
り
、
戦

前
の
県
立
第
二
高
等
女
学
校
の
生
徒
と
み

ら
れ
ま
す
。
現
代
の
マ
ナ
ー
で
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
大
北
墓
を
観
光
の
際
、
人
々

が
記
念
に
自
分
の
名
前
を
書
く
こ
と
が
当

時
の
慣
習
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
歴
史
上
の
人
物
・
護
佐
丸
の
墓
に
落
書

き
を
し
た
と
い
う
大
正
時
代
の
新
聞
投
書

も
あ
り
ま
す
。
１
９
１
５
年（
大
正
４
年
）

２
月
、
那
覇
の
青
年
た
ち
が
中
城
城
跡
を

見
学
し
、
護
佐
丸
の
墓
も
訪
れ
て
墓
域
の

フ
ク
ギ
の
幹
に
文
字
を
刻
ん
だ
と
い
い
ま

す
（「
琉
球
新
報
」
１
９
１
５
年
２
月
16

日
）。

　
そ
の
落
書
き
を
確
か
め
る
べ
く
実
際
に

護
佐
丸
の
墓
を
訪
れ
て
み
る
と
、
確
か
に

墓
の
前
は
フ
ク
ギ
並
木
に
な
っ
て
い
て
、

幹
に
は
何
カ
所
も
文
字
を
刻
ん
だ
よ
う
な

痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
青
年
た
ち
の

落
書
き
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
は
「
首
里
バ
ス
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
首
里

バ
ス
と
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
か

ら
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
ま
で
運
行

さ
れ
て
い
た
バ
ス
で
す
。
こ
こ
で
も
観
光

客
の
来
訪
記
念
と
し
て
文
字
を
刻
む
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
と
な
っ
て
は
こ
う
し
た
落
書
き
は
貴

重
な
歴
史
資
料
で
す
。
ま
っ
た
く
注
目
さ

れ
ず
資
料
と
し
て
の
関
心
も
持
た
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
消
え
る
前
に
記
録
・
保
存
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆近代遺産を巡る⑤
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

護佐丸の墓（中城村）護佐丸の墓（中城村）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
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仕
事
の窓窓

No.11開発建設部

仕
事
の窓窓

No.12運輸部

　
・
優
良
施
工
工
事
部
門 

５
社

　
・
安
全
施
工
工
事
部
門 

３
社

　
・
優
良
業
務
部
門 

４
社

　
・
優
秀
工
事
技
術
者
部
門 

５
名

　
・
優
秀
業
務
技
術
者
部
門 

４
名

　
・
若
手
優
秀
技
術
者

　
　（
工
事
部
門
） 

１
名

　
・
若
手
優
秀
技
術
者

　
　（
業
務
部
門
） 

２
名

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
管
理
課
　

　
☎
０
９
８ ‒

８
６
６ ‒ 
１
９
０
１

沖縄総合事務局長表彰の受賞者と
C to Sea プロジェクト

ご当地アンバサダーの皆さま

海の絵画コンクール受賞作品

「
令
和
５
年
度
沖
縄
総
合
事
務
局

開
発
建
設
部
所
管
事
業
優
良
業
者
・

優
秀
技
術
者
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
７
月
17
日
に
、「
令
和
５
年
度

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
所
管
事
業

優
良
業
者
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
開
発
建
設
部
所
管
事
業
の
円
滑

か
つ
適
正
な
実
施
の
確
保
と
技
術
の
向
上

等
に
資
す
る
た
め
、
他
の
業
者
の
模
範
と

し
て
推
奨
に
値
す
る
者
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　
令
和
５
年
度
に
完
了
し
た
工
事
１
２
９

件
及
び
業
務
１
９
９
件
の
中
か
ら
、
以
下

の
各
部
門
で
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
、
優
良
業
者
12
社
及
び
優
秀
技
術
者

12
名
に
対
し
、
局
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
か

ら
８
月
２
日
に

か
け
て
、
当
局

１
階
行
政
情
報

プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、「
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
受
賞

作
品
（
10
作
品
）

の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
総
務
運
航
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

２
０
２
４
年『
海
の
月
間
』に
つ
い
て

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
た
め
の
取
組
を
行
い
ま
し
た
〜

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
は
、

輸
出
入
貨
物
の
大
部
分
を
海
上
輸
送
に
頼

る
な
ど
様
々
な
形
で
海
と
深
く
関
わ
っ
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
海
の
日
」
は
、
こ

の
よ
う
な
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
を
大

切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
平
成

８
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
海
の

日
」
の
意
義
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
７
月
を
「
海
の
月
間
」
と
し
、
全

国
各
地
に
お
い
て
多
彩
な
行
事
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
も
「
海
事

関
係
功
労
者
表
彰
式
典
」
及
び
「
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
26
日
に
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て

『
令
和
６
年
「
海
の
日
」
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式
典
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
個
人
２
名
、
団
体
１
者
に
対
し
沖
縄
総

合
事
務
局
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
令
和
６
年
度
　
第
61
回
　
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
者
へ
の
表

彰
も
行
い
、沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞（
金
賞
）

受
賞
の
糸
満
市
立
兼
城
中
学
校
２
年
上
原

雫
さ
ん
を
は
じ
め
、
10
名
の
中
学
生
を
表

彰
し
ま
し
た
。

海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
典

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示

式辞（三浦局長）

講評（山田次長）

表彰された皆様（局長表彰）

の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
日
常
に
お
け
る
人
々
の
何
気
な
い
行
為

や
活
動
が
、
後
の
時
代
に
貴
重
な
資
料
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
落

書
き
で
す
。
例
え
ば
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
市

ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
に
は
住
民
た
ち
の
落
書

き
が
残
っ
て
お
り
、当
時
の
暮
ら
し
や
人
々

の
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
だ
け
で
な
く
、

噴
火
の
日
付
ま
で
特
定
す
る
な
ど
重
要
な

情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
で
も
実
は
こ
う
し
た
落
書
き
が
史

跡
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大う

ー

北に
し

墓ば
か

（
今
帰

仁
村
）
は
16
〜
17
世
紀
に
今
帰
仁
グ
ス
ク

に
常
駐
し
た
北
山
監
守
一
族
の
墓
で
、
運

天
港
の
丘
陵
の
崖
を
利
用
し
た
墓
で
す
が
、

漆
喰
で
塗
ら
れ
た
墓
の
壁
面
に
は
お
び
た

だ
し
い
数
の
落
書
き
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ら
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
書
き
込
み
が
大
半
で
す
。
た
と
え
ば

「
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）」
の
日
付
で

３
人
の
男
性
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
そ
の

１
人
は
戦
前
の
著
名
な
教
育
家
と
同
姓
同

名
で
す
。
ま
た
「
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
年
）」

の
「
二
高
女
」
と
の
落
書
き
も
あ
り
、
戦

前
の
県
立
第
二
高
等
女
学
校
の
生
徒
と
み

ら
れ
ま
す
。
現
代
の
マ
ナ
ー
で
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
大
北
墓
を
観
光
の
際
、
人
々

が
記
念
に
自
分
の
名
前
を
書
く
こ
と
が
当

時
の
慣
習
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
歴
史
上
の
人
物
・
護
佐
丸
の
墓
に
落
書

き
を
し
た
と
い
う
大
正
時
代
の
新
聞
投
書

も
あ
り
ま
す
。
１
９
１
５
年（
大
正
４
年
）

２
月
、
那
覇
の
青
年
た
ち
が
中
城
城
跡
を

見
学
し
、
護
佐
丸
の
墓
も
訪
れ
て
墓
域
の

フ
ク
ギ
の
幹
に
文
字
を
刻
ん
だ
と
い
い
ま

す
（「
琉
球
新
報
」
１
９
１
５
年
２
月
16

日
）。

　
そ
の
落
書
き
を
確
か
め
る
べ
く
実
際
に

護
佐
丸
の
墓
を
訪
れ
て
み
る
と
、
確
か
に

墓
の
前
は
フ
ク
ギ
並
木
に
な
っ
て
い
て
、

幹
に
は
何
カ
所
も
文
字
を
刻
ん
だ
よ
う
な

痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
青
年
た
ち
の

落
書
き
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
は
「
首
里
バ
ス
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
首
里

バ
ス
と
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
か

ら
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
ま
で
運
行

さ
れ
て
い
た
バ
ス
で
す
。
こ
こ
で
も
観
光

客
の
来
訪
記
念
と
し
て
文
字
を
刻
む
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
と
な
っ
て
は
こ
う
し
た
落
書
き
は
貴

重
な
歴
史
資
料
で
す
。
ま
っ
た
く
注
目
さ

れ
ず
資
料
と
し
て
の
関
心
も
持
た
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
消
え
る
前
に
記
録
・
保
存
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆近代遺産を巡る⑤
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

護佐丸の墓（中城村）護佐丸の墓（中城村）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

vol.14

大北墓（うーにしばか）の落書き
　「昭和十六年」、「二高女」の文字　（今帰仁村）

護佐丸の墓前のフクギに刻まれた
「首里バス」の文字　（中城村）
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自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動

手
段
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
レ

ジ
ャ
ー
等
の
場
面
に
お
い
て
も
広
く
用
い

ら
れ
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
趣

向
を
凝
ら
し
た
、
様
々
な
部
品
等
が
販
売

さ
れ
て
お
り
、
手
軽
に
取
付
け
等
が
で
き

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、①
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル

の
車
体
外
へ
の
は
み
出
し
②
運
転
者
席
・

助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム

の
貼
付
け
③
灯
火
の
色
が
不
適
切
な
灯
火

器
・
点
滅
や
回
転
す
る
灯
火
等
の
取
り
付

け
・
装
備
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
る
灯
火

器
の
取
外
し
④
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
外

し
及
び
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
⑤

基
準
外
ウ
ィ
ン
グ
（
エ
ア
・
ス
ポ
イ
ラ
）

の
取
り
付
け
等
の
不
正
改
造
を
施
さ
れ
た

車
両
が
存
在
し
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安

心
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
歩

行
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
車
体
や

ブ
レ
ー
キ
機
構
へ
の
干
渉
に
よ
り
故
障
・

事
故
の
原
因
と
な
る
②
運
転
者
の
視
界
を

妨
げ
状
況
確
認
が
困
難
と
な
る
③
周
囲
の

交
通
に
誤
認
を
与
え
る
④
周
囲
に
騒
音
を

ま
き
散
ら
し
平
穏
な
生
活
を
破
壊
す
る
⑤

他
の
交
通
の
妨
げ
に
つ
な
が
る
た
め
、
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
こ
れ

ら
不
正
改
造
を
排
除
し
、
車
両
の
安
全
確

保
及
び
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
沖
縄
県

警
察
本
部
、
独
立
行
政
法
人
自
動
車
技
術

総
合
機
構
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
、
関
係

機
関
及
び
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、「
不
正

改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を
展
開
し
、

特
に
10
月
を
強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
、
ど
の
よ
う
な
改
造

が
不
正
改
造
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
不
正
改
造
と
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
正
改
造
に
関
す
る

　
ア
ン
ケ
ー
ト

　
不
正
改
造
車
・
迷
惑
黒
煙
車
を
確
認
し

た
ら
、
左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
不
正
改
造
車
・

　
迷
惑
黒
煙
車
情
報

　
提
供
窓
口

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

　
陸
運
事
務
所
　
整
備
部
門

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
７
５ ‒ 

０
３
０
０

不正改造車を作らない!!
乗らない!!

～10月は「不正改造車排除強化月間」～

仕
事
の窓窓

No.13運輸部

９月は自賠責制度
広報・啓発期間です！

～ 交通事故からあなたの未来を守る ～

　
国
土
交
通
省
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸

部
で
は
、
令
和
６
年
９
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
自
賠
責
制
度
広
報
・

啓
発
期
間
」
と
位
置
付
け
、
自
賠
責（※

）
制

度
の
重
要
性
や
役
割
、
無
保
険
・
無
共
済
車

運
行
の
違
法
性
等
に
つ
い
て
広
報
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
、
自
賠
責
へ
の
加
入
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
監
視
活
動
を
行
い
、

警
察
と
連
携
し
た
街
頭
取
締
り
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
小
さ
く
て
小
回
り
の
利
く
バ
イ
ク
は
手
軽

な
移
動
手
段
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
、
軽
二

輪
（
排
気
量
１
２
６
〜
２
５
０
cc
以
下
の
バ

イ
ク
）・
原
動
機
付
自
転
車
が
人
気
で
す
。

　
し
か
し
、
軽
二
輪
・
原
動
機
付
自
転
車
等

は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自
賠
責
の

有
効
期
限
切
れ
に
気
づ
か
ず
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
沖
縄
県
内
で
４
２
，
３

１
１
台
中
、
１
，
７
９
９
台
に
自
賠
責
の
有

効
期
限
切
れ
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、「
通

知
書
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
自
賠
責
制
度
に
つ
い
て
、
従
前
よ
り
広
報
・

啓
発
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

無
保
険
・
無
共
済
車
に
よ
る
事
故
が
後
を
絶

た
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
広
報
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

※

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
及
び
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
共
済

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６
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自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動

手
段
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
レ

ジ
ャ
ー
等
の
場
面
に
お
い
て
も
広
く
用
い

ら
れ
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
趣

向
を
凝
ら
し
た
、
様
々
な
部
品
等
が
販
売

さ
れ
て
お
り
、
手
軽
に
取
付
け
等
が
で
き

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、①
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル

の
車
体
外
へ
の
は
み
出
し
②
運
転
者
席
・

助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム

の
貼
付
け
③
灯
火
の
色
が
不
適
切
な
灯
火

器
・
点
滅
や
回
転
す
る
灯
火
等
の
取
り
付

け
・
装
備
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
る
灯
火

器
の
取
外
し
④
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
外

し
及
び
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
⑤

基
準
外
ウ
ィ
ン
グ
（
エ
ア
・
ス
ポ
イ
ラ
）

の
取
り
付
け
等
の
不
正
改
造
を
施
さ
れ
た

車
両
が
存
在
し
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安

心
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
歩

行
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
車
体
や

ブ
レ
ー
キ
機
構
へ
の
干
渉
に
よ
り
故
障
・

事
故
の
原
因
と
な
る
②
運
転
者
の
視
界
を

妨
げ
状
況
確
認
が
困
難
と
な
る
③
周
囲
の

交
通
に
誤
認
を
与
え
る
④
周
囲
に
騒
音
を

ま
き
散
ら
し
平
穏
な
生
活
を
破
壊
す
る
⑤

他
の
交
通
の
妨
げ
に
つ
な
が
る
た
め
、
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
こ
れ

ら
不
正
改
造
を
排
除
し
、
車
両
の
安
全
確

保
及
び
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
沖
縄
県

警
察
本
部
、
独
立
行
政
法
人
自
動
車
技
術

総
合
機
構
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
、
関
係

機
関
及
び
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、「
不
正

改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を
展
開
し
、

特
に
10
月
を
強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
、
ど
の
よ
う
な
改
造

が
不
正
改
造
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
不
正
改
造
と
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
正
改
造
に
関
す
る

　
ア
ン
ケ
ー
ト

　
不
正
改
造
車
・
迷
惑
黒
煙
車
を
確
認
し

た
ら
、
左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
不
正
改
造
車
・

　
迷
惑
黒
煙
車
情
報

　
提
供
窓
口

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

　
陸
運
事
務
所
　
整
備
部
門

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
７
５ ‒ 

０
３
０
０

不正改造車を作らない!!
乗らない!!

～10月は「不正改造車排除強化月間」～

仕
事
の窓窓

No.13運輸部

９月は自賠責制度
広報・啓発期間です！

～ 交通事故からあなたの未来を守る ～

　
国
土
交
通
省
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸

部
で
は
、
令
和
６
年
９
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
自
賠
責
制
度
広
報
・

啓
発
期
間
」
と
位
置
付
け
、
自
賠
責（※

）
制

度
の
重
要
性
や
役
割
、
無
保
険
・
無
共
済
車

運
行
の
違
法
性
等
に
つ
い
て
広
報
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
、
自
賠
責
へ
の
加
入
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
監
視
活
動
を
行
い
、

警
察
と
連
携
し
た
街
頭
取
締
り
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
小
さ
く
て
小
回
り
の
利
く
バ
イ
ク
は
手
軽

な
移
動
手
段
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
、
軽
二

輪
（
排
気
量
１
２
６
〜
２
５
０
cc
以
下
の
バ

イ
ク
）・
原
動
機
付
自
転
車
が
人
気
で
す
。

　
し
か
し
、
軽
二
輪
・
原
動
機
付
自
転
車
等

は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自
賠
責
の

有
効
期
限
切
れ
に
気
づ
か
ず
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
沖
縄
県
内
で
４
２
，
３

１
１
台
中
、
１
，
７
９
９
台
に
自
賠
責
の
有

効
期
限
切
れ
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、「
通

知
書
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
自
賠
責
制
度
に
つ
い
て
、
従
前
よ
り
広
報
・

啓
発
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

無
保
険
・
無
共
済
車
に
よ
る
事
故
が
後
を
絶

た
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
広
報
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

※

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
及
び
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
共
済

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
陸
上
交
通
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

仕
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自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、
自
動
車
の
不

具
合
に
よ
る
事
故
の
防
止
や
環
境
保
全
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
の
点

検
・
整
備
（
日
常
点
検
・
定
期
点
検
等
）

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
で
は
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
保
守

管
理
意
識
を
高
め
、
適
切
な
点
検
・
整
備

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
イ
カ
ー

（
定
員
10
人
以
下
の
乗
用
車
）
の
定
期
点
検

は
、
１
年
ご
と
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上
部
左
側
に
貼
っ
て

あ
る
丸
い
ス
テ
ッ
カ
ー
（
点
検
整
備
済
ス

テ
ッ
カ
ー
）
が
定
期
点
検
の
期
限
と
な
り

ま
す
の
で
、
再
度
、
ご
使
用
さ
れ
て
い
る

自
動
車
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上
部
右
側
に
あ
る
四
角

い
ス
テ
ッ
カ
ー
（
検
査
標
章
）
は
車
検
の
期

限
と
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
点
検
・

整
備
の
必
要
性
、
大
型
自
動
車
に
関
す
る

適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施
方
法
、
エ
コ

整
備
（
点
検
・
整
備
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
い
う
。）
を
積
極
的
に
啓
発
す
る
た

め
、
９
月
・
10
月
を
「
自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
強
化
月
間
」
と
し
、
関
係
機
関

及
び
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
本
運

動
を
展
開
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
適
切

な
点
検
・
整
備
の
実
施
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
実
施
事
項
　

① 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

及
び
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
る
周
知
活
動

② 

整
備
管
理
者
研
修
、
自
動
車
検
査
員
研

修
、
整
備
主
任
者
研
修
等
の
機
会
を
活

用
し
て
、
受
講
者
に
対
し
、
本
運
動
の

趣
旨
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
点
検
・

整
備
の
必
要
性
や
重
要
性
を
啓
発

③ 

街
頭
検
査
等
の
機
会
を
活
用
し
て
、
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
等
に
対
し
て
点
検
・
整

備
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
、
確
実
に
実

施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る

  

本
運
動
の
取
組
や
日
常
点
検
の

  

実
施
方
法
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

安全なくるま社会実現のために
～９月・10月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」
と
は
？

https://www.tenken-seibi.com/m/

https://www.tenken-seibi.com

自動車点検整備
推進協議会

くるまの愛情
点検チェックガイド

仕
事
の窓窓

No.15運輸部

仕
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No.16運輸部

仕
事
の窓窓

No.17運輸部

車
整
備
士
３
名
、
運
行
管
理
者
３
名
の
計

２
５
名
と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
安
全
性
優
良

事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）（※

）
２
事
業
所
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

※

安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
と
は

　
公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実

施
す
る
安
全
性
評
価
事
業
に
お
い
て
、
交
通

安
全
対
策
な
ど
へ
の
事
業
所
単
位
で
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
一
定
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
事
業
所

お
問
合
せ
先

　
陸
運
事
務
所
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
７
７ ‒ 

５
１
４
０

令
和
６
年
度
陸
運
関
係
功
労
者

陸
運
事
務
所
長
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た

　 

６
月
14
日
、「
令
和
６
年
度
陸
運
関
係

功
労
者
表
彰
式
」
を
沖
縄
総
合
事
務
局
陸

運
事
務
所
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
自
動
車
関
係
事
業
（
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
動
車
運

送
事
業
や
自
動
車
の
整
備
・
販
売
・
貸
渡

事
業
な
ど
）
に
従
事
す
る
役
職
員
で
永
年

に
わ
た
り
当
該
業
務
に
精
励
す
る
な
ど
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
や
ト
ラ
ッ
ク
事
業

に
お
け
る
優
れ
た
安
全
性
の
確
保
の
継
続

に
よ
り
荷
主
や
社
会
へ
貢
献
を
し
た
事
業

所
に
対
し
、
毎
年
行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
事
業
役
員
５
名
、
従

業
員
８
名
、
自
動
車
運
転
者
６
名
、
自
動

最
近
の
監
査
及
び
行
政
処
分
な
ど
の
説
明

を
行
い
、
沖
縄
労
働
局
か
ら
は
、
バ
ス
運

転
者
の
時
間
外
労
働
の
新
ル
ー
ル
や
労
働

時
間
等
の
改
善
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
バ
ス
協
会
か
ら
は
巡
回

指
導
時
に
お
け
る
所
感
と
し
て
、
新
た
に

雇
い
入
れ
た
運
転
手
へ
の
指
導
に
つ
い
て

留
意
す
べ
き
事
項
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
講
習
会
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め

22
名
が
参
加
し
、
新
制
度
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
監
査
指
導
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

貸
切
バ
ス
事
業
者
を
対
象
と
し
た

事
業
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
本
格
的
に
回
復

し
た
こ
と
に
伴
い
、
貸
切
バ
ス
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
中
、
こ
れ
か
ら
、
貸
切
バ

ス
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
令
和
４
年
10
月
に
静
岡
県
で
発
生
し

た
貸
切
バ
ス
の
横
転
事
故
（
死
傷
者
計
29

名
）
を
踏
ま
え
、
二
度
と
同
様
の
悲
惨
な

事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
さ
ら
な
る

安
全
性
向
上
に
向
け
、
貸
切
バ
ス
事
業
に

対
す
る
新
制
度
が
、本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
貸
切
バ
ス

事
業
者
は
、
新
制
度
に
対
応
で
き
る
よ
う

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
25
日
、
沖
縄
総
合
事
務

局
に
お
い
て
、
貸
切
バ
ス
事
業
者
に
対
し
、

新
制
度
内
容
を
再
確
認
す
る
な
ど
し
て
輸

送
の
安
全
の
再
徹
底
を
図
っ
て
も
ら
う
目

的
で
、
運
行
管
理
者
等
を
対
象
と
し
た
事

業
者
講
習
会
を
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄

労
働
局
、
沖
縄
県
バ
ス
協
会
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
局
か
ら
は
、
貸
切
バ
ス
事
業
の
新
制

度
及
び
貸
切
バ
ス
の
輸
送
の
安
全
確
保
の

徹
底
が
さ
れ
る
よ
う
事
業
用
自
動
車
に
よ

る
交
通
事
故
の
発
生
状
況
、
最
近
の
事
故

事
例
と
再
発
防
止
の
徹
底
、
貸
切
バ
ス
の

運
行
再
開
時
に
お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保

の
徹
底
、
事
業
用
自
動
車
の
安
全
対
策
、

講習会の様子

受賞者（バス事業関係者）との記念撮影

受賞者（自動車販売事業関係者）との記念撮影
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自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、
自
動
車
の
不

具
合
に
よ
る
事
故
の
防
止
や
環
境
保
全
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
の
点

検
・
整
備
（
日
常
点
検
・
定
期
点
検
等
）

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
沖
縄
総
合
事
務
局

運
輸
部
で
は
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
保
守

管
理
意
識
を
高
め
、
適
切
な
点
検
・
整
備

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
イ
カ
ー

（
定
員
10
人
以
下
の
乗
用
車
）
の
定
期
点
検

は
、
１
年
ご
と
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上
部
左
側
に
貼
っ
て

あ
る
丸
い
ス
テ
ッ
カ
ー
（
点
検
整
備
済
ス

テ
ッ
カ
ー
）
が
定
期
点
検
の
期
限
と
な
り

ま
す
の
で
、
再
度
、
ご
使
用
さ
れ
て
い
る

自
動
車
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
上
部
右
側
に
あ
る
四
角

い
ス
テ
ッ
カ
ー
（
検
査
標
章
）
は
車
検
の
期

限
と
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
点
検
・

整
備
の
必
要
性
、
大
型
自
動
車
に
関
す
る

適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施
方
法
、
エ
コ

整
備
（
点
検
・
整
備
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
い
う
。）
を
積
極
的
に
啓
発
す
る
た

め
、
９
月
・
10
月
を
「
自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
強
化
月
間
」
と
し
、
関
係
機
関

及
び
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
本
運

動
を
展
開
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
適
切

な
点
検
・
整
備
の
実
施
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
実
施
事
項
　

① 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

及
び
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
る
周
知
活
動

② 

整
備
管
理
者
研
修
、
自
動
車
検
査
員
研

修
、
整
備
主
任
者
研
修
等
の
機
会
を
活

用
し
て
、
受
講
者
に
対
し
、
本
運
動
の

趣
旨
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
点
検
・

整
備
の
必
要
性
や
重
要
性
を
啓
発

③ 

街
頭
検
査
等
の
機
会
を
活
用
し
て
、
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
等
に
対
し
て
点
検
・
整

備
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
、
確
実
に
実

施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る

  

本
運
動
の
取
組
や
日
常
点
検
の

  

実
施
方
法
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
車
両
安
全
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

安全なくるま社会実現のために
～９月・10月は「自動車点検整備推進運動強化月間」～

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」
と
は
？

https://www.tenken-seibi.com/m/

https://www.tenken-seibi.com

自動車点検整備
推進協議会

くるまの愛情
点検チェックガイド

仕
事
の窓窓

No.15運輸部

仕
事
の窓窓

No.16運輸部

仕
事
の窓窓

No.17運輸部

車
整
備
士
３
名
、
運
行
管
理
者
３
名
の
計

２
５
名
と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
安
全
性
優
良

事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）（※

）
２
事
業
所
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

※

安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
と
は

　
公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実

施
す
る
安
全
性
評
価
事
業
に
お
い
て
、
交
通

安
全
対
策
な
ど
へ
の
事
業
所
単
位
で
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
一
定
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
事
業
所

お
問
合
せ
先

　
陸
運
事
務
所
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
７
７ ‒ 
５
１
４
０

令
和
６
年
度
陸
運
関
係
功
労
者

陸
運
事
務
所
長
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た

　 

６
月
14
日
、「
令
和
６
年
度
陸
運
関
係

功
労
者
表
彰
式
」
を
沖
縄
総
合
事
務
局
陸

運
事
務
所
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
自
動
車
関
係
事
業
（
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
動
車
運

送
事
業
や
自
動
車
の
整
備
・
販
売
・
貸
渡

事
業
な
ど
）
に
従
事
す
る
役
職
員
で
永
年

に
わ
た
り
当
該
業
務
に
精
励
す
る
な
ど
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
や
ト
ラ
ッ
ク
事
業

に
お
け
る
優
れ
た
安
全
性
の
確
保
の
継
続

に
よ
り
荷
主
や
社
会
へ
貢
献
を
し
た
事
業

所
に
対
し
、
毎
年
行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
事
業
役
員
５
名
、
従

業
員
８
名
、
自
動
車
運
転
者
６
名
、
自
動

最
近
の
監
査
及
び
行
政
処
分
な
ど
の
説
明

を
行
い
、
沖
縄
労
働
局
か
ら
は
、
バ
ス
運

転
者
の
時
間
外
労
働
の
新
ル
ー
ル
や
労
働

時
間
等
の
改
善
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
バ
ス
協
会
か
ら
は
巡
回

指
導
時
に
お
け
る
所
感
と
し
て
、
新
た
に

雇
い
入
れ
た
運
転
手
へ
の
指
導
に
つ
い
て

留
意
す
べ
き
事
項
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
講
習
会
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め

22
名
が
参
加
し
、
新
制
度
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
監
査
指
導
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
７

貸
切
バ
ス
事
業
者
を
対
象
と
し
た

事
業
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
本
格
的
に
回
復

し
た
こ
と
に
伴
い
、
貸
切
バ
ス
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
中
、
こ
れ
か
ら
、
貸
切
バ

ス
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
令
和
４
年
10
月
に
静
岡
県
で
発
生
し

た
貸
切
バ
ス
の
横
転
事
故
（
死
傷
者
計
29

名
）
を
踏
ま
え
、
二
度
と
同
様
の
悲
惨
な

事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
さ
ら
な
る

安
全
性
向
上
に
向
け
、
貸
切
バ
ス
事
業
に

対
す
る
新
制
度
が
、本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
貸
切
バ
ス

事
業
者
は
、
新
制
度
に
対
応
で
き
る
よ
う

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
25
日
、
沖
縄
総
合
事
務

局
に
お
い
て
、
貸
切
バ
ス
事
業
者
に
対
し
、

新
制
度
内
容
を
再
確
認
す
る
な
ど
し
て
輸

送
の
安
全
の
再
徹
底
を
図
っ
て
も
ら
う
目

的
で
、
運
行
管
理
者
等
を
対
象
と
し
た
事

業
者
講
習
会
を
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄

労
働
局
、
沖
縄
県
バ
ス
協
会
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
局
か
ら
は
、
貸
切
バ
ス
事
業
の
新
制

度
及
び
貸
切
バ
ス
の
輸
送
の
安
全
確
保
の

徹
底
が
さ
れ
る
よ
う
事
業
用
自
動
車
に
よ

る
交
通
事
故
の
発
生
状
況
、
最
近
の
事
故

事
例
と
再
発
防
止
の
徹
底
、
貸
切
バ
ス
の

運
行
再
開
時
に
お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保

の
徹
底
、
事
業
用
自
動
車
の
安
全
対
策
、

講習会の様子

受賞者（バス事業関係者）との記念撮影

受賞者（自動車販売事業関係者）との記念撮影
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内閣府だより

　令和６年７月30日、沖縄県の小中学生から選ばれた「豆記者」30人が総理公邸を訪れ、岸田総理と自見沖縄
担当大臣を表敬しました。沖縄唱歌「てぃんさぐぬ花」の合唱や琉球舞踊「かぎやで風」も披露され、公邸大
ホールは沖縄一色に染まりました。

　令和６年８月７日～８日にかけて、「こども霞が関見学
デー」が開催されました。
　内閣府沖縄担当部局では、VRゴーグルで沖縄本島の
最北端にある国頭村の星空を楽しむコーナーや星砂の
ビン詰め体験、OIST（オイスト：沖縄科学技術大学院大
学）の科学者、ファビエン博士によるサメについてのキッ
ズレクチャーなどを行い、こどもたちも笑顔で体験して
いました。

豆記者代表挨拶の様子

星砂の
ビン詰め
体験

VRでの
星空体験

サメの世界へ
ようこそ！

「かぎやで風」の披露

沖縄豆記者団による表敬訪問

夏休みに内閣府を見学
「こども霞が関見学デー」

出身地
略　歴

趣　味
抱　負

大阪府
昭和62年　総務庁入庁
内閣府大臣官房長を経て現職
読書、ゴルフ
２年ぶりに沖縄振興を担当することになりました。
少しでも政策を前に進められるよう努めてまいります。

原　宏彰
はら　　　　 ひろ   あき

内閣府審議官

出身地
略　歴

趣　味
抱　負

千葉県
平成１１年　総務庁入庁
内閣官房内閣参事官（内閣広報室）を経て現職
ウォーキング、サウナ
公務員として働き始めてから２５年がたちましたが、初めて沖縄に関する事
務に携わることができ、うれしく思っています。
これまでの業務の経験もいかしながら、微力ながら、強い沖縄経済の実現
に向け、沖縄の振興や様々な課題の解決のために尽力してまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

難波　康修
なん      ば　　　　  やす   のぶ

次長（総務等担当）

出身地
略　歴

趣　味
抱　負

神奈川県
平成４年　総理府入府
沖縄振興開発金融公庫理事（現役出向）、内閣府大臣官房審議官（沖縄
政策及び沖縄科学技術大学院大学担当）を経て現職
ヨット（外洋航海）
沖縄政策を担当するようになって四度目の夏を迎えました。
引き続き沖縄振興局長という立場から沖縄振興に邁進してまいりますの
でどうぞよろしくお願いいたします。齊藤　馨

さい    とう　　　　かおる

沖縄振興局長

出身地
略　歴

趣　味
抱　負

長野県
平成７年　総理府入府
内閣府大臣官房総務課長を経て現職
読書
沖縄の担当は４年ぶりとなります。時代の変化を踏まえながら、より良い沖
縄のために微力を尽くしたいと思います。

中嶋　護
なか   じま         　まもる

官房審議官

お知らせ① Information

人 事 異 動

出身地
略　歴

趣　味
抱　負

埼玉県
平成11年　農林水産省入省
林野庁林政部経営課長を経て現職
街歩き、ドライブ
初めての沖縄勤務で見ること聞くこと初めてだらけです。各地を回って現
場の皆さんと交流して沖縄の風土・文化を自分なりに掴んで、沖縄の農林
水産業振興に役立てていきたいと思います。渡邉　泰輔

わた　 なべ　　　　たい　 すけ

農林水産部長

出身地
略　歴

趣　味
抱　負

大阪府
平成３年　建設省入省
阪神高速道路株式会社取締役を経て現職
野球観戦（阪神タイガースの熱烈ファンです）
初めての沖縄勤務となります。これまで沖縄に関わった経験はありません
が、沖縄には色々なプロジェクトがあり、熱い地域であると感じています。
今後皆さんとともに、社会基盤の整備・管理を中心に沖縄の振興・発展に
力を尽くしていきたいと思います。山田　哲也

やま     だ　　　　 てつ　　や

次長（開発建設担当）
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次長（開発建設担当）
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お知らせ③ Information お 知 らせ ② Information

出典:消費者庁

「ろすのん」農林水産省食品ロス削減国民運動ロゴマーク
「のこSUN」

沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマーク

10月は食品ロス削減月間
10月30日は食品ロス削減の日

沖縄総合事務局
農林水産部食料産業課 電 話 : 098-866-1673(直通)

　「食品ロス」とは、本来食べられ
るのに捨てられてしまう食品をい
います。
　日本国内での「食品ロス」は令和
4年度では約472万トン発生して
おり、そのうち事業系、家庭系がと
もに約236万トンと推計されてい
ます。
　沖縄総合事務局では、10月の食
品ロス削減月間に向けて、消費者
や食品関連事業者等に対して食品
ロス削減に関する取組について働
きかけるため、令和6年9月30日
から10月4日までの間、当局1階
の行政情報プラザにおいて、「食
品ロス削減」に関するパネル展を
開催します。多くの来場をお待ち
しています。

食べものに、もったいないを、もういちど 食品ロス 減らして 増やそう ゆいまーる
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